
ア メ リ カ の 5週 間1) (帰国報告)

岩 村

3月 1口から4月6口まで5週間にわたりアメリカ

を旅行したので,串務的な報!uL,およこヾそれに二二 三

の感想をまじえて記 しておきたい ｡

3月 1｢1東京を出発 して,まず-ワイ'=寄ったが,

当口は健康がす ぐれなかったので,予定はしていたも

のの,残念ながら-ワイ大学にも, TlleEasLWest

Centerをも訪れなかった｡

翌 3月2日サンフランシスコ経由で重はニュー-ヴ

ンに赴いた｡エール大学で催された HRAFの年次会

議にHJl席するためである｡列席者は多数にのぼり,ど

ッツバーグ大学のマ- ドック氏が 出席 したが, かれ

はHRAFを現在の形態にまで発展させた功労者であ

る｡

その中二,三を報告するならば,罪-に,ファイル

の中からどのようにして目的のスリップを取出して く

るかといった煩わしい操作上の手まを はぶ くために

IBM の使用を計画 している｡ もっともそれは,いぜ

んとして,技術的に難航の模様であるけれども,数学

者,電子工学者の協力をえて研究中であるから,将来

は実現されるだろう｡第二に,ファイルのスリップの

数は,夢路このところ,だいたい300万枚位とのことで

あるが, 日本の郡がまだ整っていないので,増加 しよ

うという案がある｡その時は京大も協力 しなければな

らないと思う｡ この会議で京大のHRAF代表者とし

てわたくしか理事会のメンバーに選ばれた｡

途中--ヴ7- ド大学には,わたくしの専門にも関

係するので立寄った｡同大学の東南アジア研究にかん

しては,個々の専門家はいるけれども,組織的な研

究の段階にはいたっていないと思う｡

3月15rlから3月20口までのニューヨーク滞在期FETl-]

中に,コロンビア大学を訪れた｡ ここでは東南アジア

]) これは,当センター所長岩村忍教授が さる4)i

25円の研究例会において,アメリカ出張について

報告された内容を編集担当者水野が要約 したもの

である｡なお,末尾に全米アジア研究者会議につ

いて若干の説明をつけ加えた｡

忍

研究にかんする委員会 (SoutheastAsianStudies

Committee)を組織 している｡ 元来コロンビア大学

で札 所らしい学部やセンターを創設するに さきだ

ち,委貴会を組織 して,設置の当否,組織形態,また

研究路線などを検討 ･討議する習慣がある｡それだけ

に,SoutheastAsianStudiesCommitteeの存在

は当大学が遠からず東南アジア研究に本格的に取組む

であろうことを強 く感 じさせられるO委員の人々と会

い,旧友でもある若い人類学者マーフィー氏,またア

ルタイ研究の人たちとも懇談 した｡

なおニュ-ヨークに行 く前にシラキューズ大学に2

｢l間滞在Lボールズ,クレーダ-その他の人類学者と

会った｡

コ-ネル大学ではシャープ,スキンナーその他に会

った｡スキンナ-氏は｢1比野教授の班である華僑研究

に注目を寄せている｡ この班が華僑の発展史を問題と

する上での資料,とくに刻銘と家譜家乗などの史料を

収集しているのに特に注目していた｡そして,この目

的が単に計画の段階にとどまらず,現実化しているこ

とを聞 くにおよび,スキンナ一一氏は,ことさらに大き

な関心を寄せた｡そして京大で収集した関係資料を見

たいこと,また両大学のあいだの資料交換について話

あった｡スキンナー氏は中国語ができ,革命まで南中

ljjで実態調査に従事したことがある｡ コ-ネルでは,

東南アジア研究 の ランチオン･ミーティングに 出席

し,多 くの研究者に会った｡

エール大学には HRAF年次会議の前に4日間滞在

した｡そのときセンターの留学生として在学中の酒井

君に会った｡現地に早 く行きたい強い希望をもってい

るが,エ-ル大学留学は非常に有益であるといってい
+-ノし_○

エール大学ではベルツァー,ベンダ両氏を訪れた｡

両氏とも京大の東南アジア研究センターが自然科学部

門をも取入れていることに興味と関心をいださ,社会

科学部門と自然科学部門の協力の必要性に同調 してお

り,京大におけるその協力の状態などにかんして質問
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を受けた｡そこで,今のような協力体制が将来どのよ

うに総合的な,お互に役立つものになるかどうかわか

らないけれども,地域研究に新らしい方向を見出すた

めに実験的な試みとしてこの方向に推進 している次第

だと答えておいた｡

ニューヨークからインディアナ大学を訪れる途中,

ジョージア州のア トランタ大学を訪問し,封建制皮の

大家であり, トインビーの親友でもあるクールボン氏

に会った｡ これは東南アジア研究に直接関係がないの

で省略する｡

ブルーミントンには3月23日から26日まで滞在 し

た｡ その間, ずっとインディアナ大学の歓迎を受け

た｡それは単なる歓待というよりも,同大学の積極的

な態度を示すものであった｡地域研究,アジア研究の

人々に会いインディアナ大学と京都大学の協力につい

て討議した｡ ここ1年間のインディアナ大学の発展ぶ

りはめざましく,それは多くの新らしい研究計画や新

らしい建物からもうかがえる｡そして同大学はいまで

は米国内の仝州立大学中10指,いな5指のうちにかぞ

えられるといわれている｡

3月26日,ロスアンジェルス にあるカリフォルニ

ア大学にはアメリカ研究の用件で立寄り,京大アメリ

カ研究委員会の要請で打合せをした｡

最後に,4月2日から4月4日にかけてサンフラン

シスコで開催された算17回全米アジア研究者会議に出

席し,｢アジアにおけるアジア研究｣というテーマのパ

ネル ･ディスカッションの日本の部を担当した｡ この

討論会は非常な呼物で,数 100人が出席していた｡そ

の他会議期間中には,東南アジア関係の部会に全部出

席した｡またこの期間中に多くの人々が京大東南アジ

ア研究センターの組織,ことに社会科学と自然科学の

協力の上に立つ総合的研究の組織に深い関心を寄せて

いることを知ったし,またいろいろと質問を受けた｡

つぎに東南アジア研究にかんする部会,討論会の内

容を簡単に報告 しておこう｡ 2日の午前中は South

eastAsiaduringtheSecondWorldWarという

テーマで,議長には UniversityofBritishColum-

biaandUniversityofLondonの D.G.E.Hall

教授がこれをつとめた｡ 発表担当者は4人,Impor-

tanceoftheJapaneseOccupationofSoutheast

AsiatothePoliticalScientistsを RutgersUni-

Versityの JosefSilverstein氏が,TheBurma

第 3巻 第 1号

IndependenceArmy:APoliticalMovementin

MilitaryGarbを CaliforniaInstituteofTech

nologyのDrothyGuyot女史が,ThePhilippines

HCollaborators":theSuruivalofanEliteを

UniversityofMichiganの DavidSteinburg氏

が,IndonesianReactiontotheJapaneseOccu-

pation を CornellUniversity の BenedictR.

Andersonが発表した｡ディスカッサントには Ohio

Universityの WillardH.EIsbreeがなった｡

2日の午後は部会を閉じ,AsianStudiesinAsia

のパネル ･ミーティングが催された｡YaleUniver-

sityの JohnK.Fairbankがディスカッサントで

あった｡発表担当者は5人,日本の部はわたくLが受

持ち,フィリピンは UniversityofthePhilippines

の RubenSantosCuyu.gam氏,インドはMuseum

ofCalcutaUniversityの N.K.Bose氏,マレイ

シアは UniversityofMalayaの S.Arasaratnam

氏が受持った｡ そして最後に特別報告として, Uni-

versityofWarsawのLeonGladickyが Mainland

Chinaを担当して, 中国におけるアジア研究 につい

て要領よく発表した｡その内容は非常に興味深かった

が,かれは北京大学で博士号を取得した最初の外国人

だといわれる｡

なおFairbank氏は昨年,全米アジア研究者会議の

会長を勤めたが,今年はYaleUniversityのArthur

F.Wrightが会長に選ばれた｡両氏ともかつて 日本

滞在中は京大 ･人文科学研究所で研究していた｡

4月3日は BureaucraticSystam and Their

RelationstoPoliticalDevelopmentinSouthand

SoutheastAsiaというパネル ･ディスカッションが

あり,DukeUniversityのBraibanti氏が議長とな

り, ディスカッサントには IndianaUniversityの

FredR.Riggsがなった｡発表担当者は4人で, ど

ルマにかんしては UniversityofCalifolnia,Los

Angelsの JamesF.Guyot氏,インドにかんして

は OaklandUniversityの DavidPotler氏, イ

ンドネシアにかんしては PrincetonUniversity の

AnnR.Willner氏, ネパールにかんしては Merill

Goodall女史が受持った｡

4日の 日曜日には,Modernization Processin

SoutheastAsiaというテーマのパネル ･ディスカッ

ションがあり,CornellUniversityの Lauriston
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Sharp氏が議長となった｡ 問題がわれわれ センター

の研究課題と同じであるだけに,ことさら興味深かっ

た｡発表者は4人であり,WasingtonStateUni-

versityの JamesW.Hamilton氏が,Kinship,

BazarandMarket:TheCurrentDevelopment

ofaJarEconomy asan AspectofModerni-

zationを,UniversityofMichiganの GuylNess

氏が Modernization and indigenous Political

ControloftheBureaucracyin Malaysla を,

University ofCalifornia,Burkeley の Joseph

Fischerが Education and PoliticalChangein

BurmaandlndonesiaをUniversityofVirginia

の Richard∫.Coughlinが ReligiousLebelsand

SociopliticalChangeinSoutheastAsiaを発表

した｡なかでも第3の Fischerの報告はビルマ, イ

ンドネシア,タイの教育にかんするもので興味深かっ

た｡かれは東南アジアで教育関係の実態調査を試みた

人であり,特にインドネシアの教育にかんして興味あ

る問題を報告 した｡ ディスカッサントには Univer-

sityofCalifornia,LosAngelsの MichaelMoer-

man氏がなった｡

以上,全米アジア研究者会議の内容にふれたが,そ

れから明らかなどとく,東南アジア研究関係のものは

数も多 く,また内容も豊富である｡ こうした点はセン

タ-としても注目すべきところであって,各専門家が

これらの研究者と連絡をたもち,協力 しながら研究を

進めて行かねばならぬと思う｡

なお,この会議について若干の説明をつけくわえて

おこう｡会の正式名は theAssociation forAsian

Studiesというが, その前身は FarEasternAs-

sociationであり,元来は主として 日本や中国の研究

者のための協会であった｡戦後東南アジア地域研究の

軍要性にかんがみ,この地域をも加えて全米アジア研

究者協会が姑成され,今年はその17年目にあたる｡こ

の変化にともない,機関誌 TheFarEasternQua-

terlyも TheJournalofAsianStudiesと改めら

れた｡こういった関係をもつために,日本や中国の部

会も盛会であり,それにインドの部会,またアジア全

体に共通 したテーマの部会も設けられていた｡会議全

休に通ずる中心的なテーマは,やはり,アジアにおけ

る近代化の問題におかれている｡)

H本の部では,明治後期から大正期にわたる政義二政

治の展開 ;口本社会の基本的特質ならびに変動期にお

けるその特質の持続性 ;経済成長の社会的要因として

の業績主義的志向,官僚制,制度的機構の特質 ;11本

と中共,台湾,北群,韓国,東南アジアとの関係 ;F1

本の大衆文学などについて報告と討論が行なわれた｡

中国の部会にかんしては明朝の形成ならびに明朝政府

と西欧との関係 ;中国経済史として宋代における市場

と企業の構造,19世紀後半における鉱山業,家内企業

としての木綿織物の発達 ;中田共産党の史的発展 ;中

共にあける社会統制 ;現代中国が直面する文化的諸問

題 ;さらに漢詩などのテーマで会議が進められた｡

インドにかんしては地方におけるエリ- トの拾頭;

19世紀ベンガルの西欧思想に対する反応 ;インドにあ

ける都市化の諸問題ヒンドゥ数の発展 ;インド宗教叙

情詩などをテ-マとして取上げていた｡ これらのほか

に台湾にかんしては社会的 ･経済的変化と題 して,土

地制度改革,土地利用,伝統的価値体系と近代化,山

生率の変化などの報告があった｡

アジア共通の問題としては,インドネシアとフィリ

ピン,インド･パキスタン ･セイロン ･タイ,口本と

中田などにおける人口動態 ;LF]田,フィリピン,イン

ドネシア,タイ,イントにおける宿命論 ;自己規制と

政治的能力,歴史における個人などを取り上げた報告

があった｡そのほかインド,東南アジア,日本,｢刊司と

アフリカとの関係を論 じた興味深い部会も開かれた｡

以上のように,全米アジア研究者会議にはアジアの

諸地域を対象とする学者が集まり,それぞれが白己の

専門分野をいかして,さまざまな角度から聞題を提起

し分析 している｡包措する地域は極東,∨東南アジア,

商アジアを含み,また研究者の専門分野も多方面にわ

たるけれども, アジアの近代化を一つの共通の 問題

として会議が進められた｡ 機関誌 TheJournalof

Asian Studies もまたこの線にそって編集されてい

る｡
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